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ハンガリーと言えばすぐ思い浮かべるのは独特な温泉や豊かな建築遺産などですが、へーヴィーズ湖や
バラトン湖といった自然の見どころも訪れる旅人に強い印象を残します。ただし、ハンガリーには今日ま
で僅かな人にしか知られていないもう一つの宝物があります。それは他でもない、ワイン文化です。

ハンガリーのブドウ及びワイン文化の重要な資産とは、世界に類を見ない特別な自然条件であり（例
えばかつて何百もの火山があった地域であるトカイなど）、見所満載な建築遺産（歴史的な地下ワイ
ンセラーや壮大な熟成セラーなど）、そして最後に、ハンガリーワインに多くの個性をもたらしたワイ
ン醸造家の人たちです。 

ハンガリーワイン生産地の多彩さ、醸造されるワインの多様性は、世界的にも珍しい独特な気象条件
やブドウ品種と土壌の多様性により６つのワイン地方に分けられ、それらの全てが旅人をそれぞれ独
自の世界へと誘います。この多様性の頂点にあるのが、天然の甘口ワインとして最高峰とされる貴腐
ワインのアスーで、他に追随を許さないものとなっています。発泡性ワインから天然甘口ワインまで、
そして火山性土壌の白ワインから重厚な赤ワインまで、ハンガリーワインは常に新しい商品ラインア
ップを提供しており、すべてのタイプのワインを見出す事が可能です。こうして、あなただけにハンガリ
ーワインの多様性を繰り返し見つける喜びがもたらされるのです。

ワインの試飲は、ある意味で主観的な経験であり、その時の気分やワイングラスの形状までいろい
ろな要素に影響を受けます。私たちが見過ごしてしまいそうな点ですが、ワイン生産地のその場で試
飲することは最も重要な要素の一つであり、一番優れたワインを味わう体験を増幅してくれる事でし
ょう。ハンガリーのワイン産地を訪問することで、別世界の住人ともなり、ワイン醸造家と交流しワ
インの話をしながらその地方を理解してこそ、旅行体験が唯一無二で忘れられない、あなただけの
ものとなるでしょう。
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特徴的な白ワイン
ASZÚ（アスー（貴腐）、CIRFAND -
LI （ツィルファンドリ）、CSERSZEGI 
FŰSZERES（チェルセギ フューセレ
シュ）、EGRI CSILLAG（エグリ チラ
ーグ（エゲルの星））、EZERJÓ（エゼ
ルヨー）、FURMINT（フルミント）、 
IRSAI OLIVÉR（イルシャイ オリベー
ル）、 JUHFARK（ユーファルク）、 
HÁRSLEVELŰ（ハールシュレヴル）、 
KÉKNYELŰ（ケー クニェ ル ー）、 
KIRÁLYLEÁNYKA（キラーイレアーニ
カ）、KÖVIDINKA（クヴィディンカ）、 
LEÁNYKA（レアーニカ）、 OLASZRIZ-
LING（オラスリースリング）、 RAJNAI 
RIZLING（ライナイ リースリ）、 SÁR-
GAMUSKOTÁLY（シャールガムシュコ
ターイ）、SZAMORODNI（サモロド
ニ）、SZÜRKEBARÁT（スルケバラー
ト）、TRAMINI（トラミニ）、および多く
の味わい深いブレンドワイン

1000 年以上ものブドウとワイン文化

ワイン用ブドウの栽培面積 
6万5千ヘクタール

32,000の生産者、 
それぞれが個性的

年間ワイン生産量 
2億7,000万リットル

6つのワイン地方／ 
22の生産地

白ブドウ70％／ 
黒ブドウ30％

特徴的な地質
安山岩、玄武岩、流紋岩、花崗岩、片麻
岩、片岩、結晶片岩、石灰岩、砂岩、赤
色砂岩、火山性凝灰岩、安山岩質凝灰
岩、流紋岩質凝灰岩、粘土、黄色土、泥
灰土、赤色粘土、レンジナ土壌、砂質石
灰岩、褐色森林土壌

特徴的な赤ワイン
BL AUBURGER（ブラウブルガー）、 
BIK AVÉR（ビカヴェール（牡牛の血） 
CABERNET FRANC（カベル ネフラン）、 
CABERNET SAUVIGNON（カベルネ 
ソーヴィニヨン）、KADARKA（カダル
カ）、KÉKFRANKOS（ケークフランコ
シュ）、 PINOT NOIR（ピノ ノワール）、 
PORTUGIESER（ポルトギーザー）、 
TURÁN（トゥラン）、ZWEIGELT（ツヴ
ァイゲルト）、および多くの味わい深いブ
レンドワイン

数字で知るハンガリーワイン
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1. ワインセラー訪問とワイン試飲
ツアーコンダクターとしての役割をこな
すワイン醸造家やワイナリーの代表者と
直接合えば、彼らは自身の家系やブドウ
品種、ワインスタイル、およびワイン産
地全体についてあなたをエキサイティン
グな世界に導いてくれます。

2. ブドウ畑ツアー
ワイナリー訪問でのハイライトの一つ
は、徒歩や自転車、または何軒かのワイ
ナリーではジープに乗って行うブドウ畑
の散歩でしょう。自然の中、ブドウの苗
木に囲まれて過ごす時間では、その外観
も多彩である土壌を知ることにより、何
度も触れられて来たいわゆる「テロワー
ル」が醸造されるワインにどのように影
響するかがさらに理解できるようになり
ます。

3. ワインディナー、ワインピクニック
ワインをそのまま一口含むと、ブドウ品
種について、またはブレンドについては
っきりとしたビジョンが浮き上がってき
ます。これに、料理が伴う事で、新しい
味のハーモニーの新しい世界に導かれま
す。ワインディナーやワインピクニックで
は、それぞれのワインを引き立てさせる
ために調理された料理を通して、その地
域グルメ全体の知識を得ることになるの
です。

5. 家族みんなで.....。
ハンガリーのワイン醸造家が、どれだけ
多様なサービスを用意しているかをリス
トアップするのは難しいことですが、子
供連れで訪れたとしても皆が完全に楽し
めるようになっています。多くのワイナリ
ーでは大人たちがワインを楽しんでいる
間、搾りたての１００％ブドウジュースや
自家製シロップ、お子様メニューを未成
年の訪問者たちに提供しています。一部
ワイナリーではプレイコーナーを設置し
ているところもあります。旅行をしっかり
計画し準備することによって、どんな年
齢でも楽しめるワインツアーにすること
できるのです。

4. ワイナリーでの宿泊
美味しい試飲が終わった後は、ワイナリ
ーにとどまりその宿泊施設を利用して快
適な眠りにつくのが良いでしょう。多くの
お客様が、宿泊施設を併設するワイナリ
ーをその日最後のスケジュールに組み込
むことは偶然ではありません。これまで
運転を快く引き受け、犠牲者となってき
た「運転手役」もワインを楽しむことが
できるようにするため、というのも理由
のひとつです。

ワイン産地で
体験できること
トップ５
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繊細なミネラル性を感じることができます。
出会える場所：ナジ・ショムロー、バラトンフュレド・チ
ョパク、エチェク・ブダの産地 (NAGY-SOMLÓ, BA-
LATONFÜRED-CSOPAK AND ETYEK-BUDA 
WINE DISTRICTS)

カダルカ (KADARKA)
カダルカは、ハンガリーで最も注目を浴びるブドウ品種
のひとつで、ハンガリー原産のものではないですが（現
在のセルビア人であるラーツ人がカルパチア盆地にもた
らしたもの）、今日ではハンガリー品種とみなされていま
す。色は薄く、特にエレガントなアロマと少量のタンニン
が含まれるこのワインは、最近レストランやワインバーの
ドリンクメニューの常連となりつつあります。それも偶然
ではありません。赤いベリー風味でフルーティなカダル
カは、様々な料理との相性が良く、単独で飲む場合にも
素晴らしい体験を与えてくれるでしょう。 
出会える場所：クンシャーグ、セクサールド、エゲルの
ワイン産地 (KUNSÁG, SZEKSZÁRD AND EGER 
WINE DISTRICTS)

 ケークフランコシュ (KÉKFRANKOS)
ケークフランコシュは、ハンガリーで最も人気があり、
最も多く栽培されている黒ブドウの品種です。多様性が
あり高い品質を目指せる品種なので、このブドウから作
られるワインには様々な面を発見することができます。
一般的に言えることですが、ケークフランコシュから作
られるワインは、軽いロゼから、樽で熟成される重厚な
タイプまで素晴らしいグルメワインであり、一年を通し
てワイン愛好家のグラスに注がれれています。
出会える場所：ショプロン、セクサールドとマートラの
ワイン産地 (SOPRON, SZEKSZÁRD AND MÁT-
RA WINE DISTRICTS)

ケークニェルー(KÉKNYELŰ)
基本的に、この古くから存在するハンガリー原産の品種
に出会えるのはバダチョニだけです。その名前は、ブドウ
の葉の茎の青みがかった色に由来しています。フンガリク
ム （HUNGARIKUMとは 典型的なハンガリーの物） 
として選ばれたケークニェルーは、控えめなフルーティ
ー風味、スパイシーさと鋭さによって人気となっており、
多くの人にとって、バダチョニに行ってその独特の味を見
出すことは、人生で一度はやってみたいことでしょう。
出会える場所：バダチョニのワイン産地 (BADACSONY 
WINE DISTRICT)

オラスリースリング (OLASZRIZLING)
オラスリースリングは、ハンガリーで最も好まれ、最もよ
く見かけるブドウ品種のひとつであり、そのためたくさん
のスタイルで登場します。軽めのスタイルで作られたオ
ラスリースリングは、グリル料理や野菜料理、サラダなど
軽めの料理との相性が抜群で、より重厚な樽熟成した
ものは、最も複雑な料理に合わすことにより真の複雑な
グルメ体験が楽しめます。 
出会える場所：バラトンフュレド・チョパク、バダチョ
ニとバラトン高地のワイン産地 (BADACSONY, BA-
LATONFÜRED-CSOPAK AND BALATON HIGH-
LANDS WINE DISTRICTS)

サモロドニ (SZAMORODNI)
トカイのサモロドニは、貴腐化したブドウの粒と通常の
ブドウを一緒に収穫して醸造することによって造られ
るトカイの特徴的な特別ワインです。辛口のサモロドニ
と、アスー(aszú)と同様かなり高い残糖値の甘口サモロ
ドニは、それぞれ異なった世界へと導いてくれます。共
通の特徴は、フルボディでオイリーなテクスチャ、濃厚
な味わいであることです。
出会える場所：トカイのワイン産地  (TOKAJ WINE 
REGION

アスー(貴腐) (ASZÚ)
アスー(aszú)、またはトカイアスー(Tokaji Aszú)は世界
で最も卓越した甘口ワインの一つで、ワイン専門家の巨
匠たちにも高く評価されています。醸造工程では、手で
一粒一粒収穫した貴腐ブドウをベースワインに加えます
が、その時再発酵が始まります。世界で最も手間ひまの
かかる高価なワイン醸造工程の結果、色、香り、味が絶
妙に調和した天然白ワインが出来上がります。
出会える場所：トカイのワイン産地  (TOKAJ WINE 
DISTRICT)

ビカヴェール（牡牛の血）(BIKAVÉR)
ハンガリーの醸造家は、特定のブドウ品種からセクサール
ドとエゲル の両産地 でのみビカヴェール(Bikavér)の醸
造が許されています。ブレンドのベースワインは、エゲルで
はケークフランコシュ(kékfrankos)で、セクサールドでは
ケークフランコシュ又はカダルカ(kadarka)が選ばれてお
り、様々なブレンドスタイルが存在していて、一般的には強
い個性およびスパイシーでフルーティーな香りのため、料
理と楽しむグルメワインですが、単独に飲む場合にも会話
のお供をする素晴らしいワインとなります。
出会える場 所：エゲルとセクサールドのワイン産地 
(EGER AND MÁTRA WINE DISTRICTS)

チェルセギ・フューセレシュ (CSERSZEGI FŰSZERES)
チェルセギ・フューセレシュは、地元で交配された比較

的新しいブドウ品種で、生産者が最も美しい面を見出
していくにつれ、その人気と知名度は毎年増加していま
す。フローラルで香り高く軽い口当たりの爽やかなこの
ワインは、初春から晩秋まで多くの人に好んで飲まれて
います。このブドウ品種は、アロマチックでマスカットの
風味が特に豊かであり、味には勢いがあります。
出会える場所：クンシャーグ、ハヨーシュ・バヤ、マー
トラのワイン産地 (KUNSÁG, HAJÓS-BAJA AND 
MÁTRA WINE DISTRICTS)

フルミント (FURMINT)
フルミントは、その多様性によりハンガリーでも国際的
にもワイン界のお気に入りとなりました。辛口の白ワイ
ンから特に残留糖度の高いアスーまで、このハンガリー
原産のブドウから卓越したワインが造られます。乾燥し
た単一のブドウ畑で栽培されたフルミントは、刺激的な
ミネラル性質、美しい酸、そして豊かな味わいという特徴
によって、最も有名なハンガリーの白ワインとなります。
出会える場所：トカイとナジ・ショムローのワイン産地 
(TOKAJ AND NAGY-SOMLÓ WINE DISTRICTS)

ユーファルク (JUHFARK)
ユーファルクは、量を抑えて栽培されているハンガリー
原産のブドウ品種であり、醸造されたワインを探し求め
る価値があります。ユーファルクのほとんどが、火山岩
の地域に由来するため、鋭く張り詰めた酸と共に上品で

ハンガリーでは、65,000ヘクタールのブドウ畑で223品種のワイン用ブドウの栽培が行われています。
この多様性には、誰もが自分の好みのものを見つけることができるというメリットと、各ワイン産地に特徴的なワイン

の種類やワインスタイルに詳しくなければ、選ぶのが難しいというデメリットが同時にあります 
以下のリストは、そのような時のヒントとなるかも知れません。

象徴的なハンガリーワイン十選
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ハ ン ガ リ ー は 、特 に 伝 統 的 な ハ ン ガ リ ー 料 理 、肉 製 品 、チ ー ズ 、野 菜 と
果 物 に ま つ わ る プ ロ グ ラ ム や 、ワ イ ン 、ビ ー ル 、そ し て パ ー リ ン カ フ ェ ス テ
ィ バ ル や 各 地 域 や 町 の 郷 土 料 理 、独 特 な 飲 み 物 の イ ベ ン ト が 豊 富 で す 。 
(パーリンカは果物から造る蒸留酒）

デブレツェンではデブレツィネル・グルメ・ソーセージの日 (Debrecziner Gourmet Sausage 
Festival)、ベーケシュチャバでは今年で20周年を迎える毎年恒例のチャバ・ソーセージフェス
ティバル (Csaba Sausage Festival)、セゲド国際ティサ川魚フェスティバル (Szeged Inter
national Tisza Fish Festival) では何もかもが魚とセゲドのハラースレー（漁夫のスープ）づ
くし、セゲドワインフェスティバル (Szeged Wine Festival) ではハンガリーの全ワイン産地 
のスタイルとワインをまとめて試飲することができ、オルフュー野生ガーリック フェスティバル (Orfű 
Wild Garlic Festival) はこの野生ガーリック（西洋アサツキ）を使った料理が主役であり、バ
ラトンフュレドワイン週間 (Balatonfüred Wine Weeks) ではバラトンフュレド・チョパクワイ
ン産地の極上ワインが出展され、ティハニガルダ（コイ科の魚）フェスティバル (Tihany Gar
da Festival)、スィグリゲトパイクパーチ（淡水スズキ）フェスティバル (SzigligetSüllőFesti
val)、ジュールワインの日 (GyőrWineDays)と、枚挙にいとまがありません。

こういったイベントにはいつでも文化的娯楽や芸術的プログラム、手芸品フェアや音楽コンサ
ートなどもつきもので、これらフェスティバルの体験をさらに彩ります。

最も重要なワインフェスティバルとして外国人にも極めて人気があるのは、ブダペストのブダ
王宮ワインフェスティバル (Budapest Wine Fes tival)、ブダフォク・スパークリングワイン・
フェスティバル (Bu da fok Sparkling Wine Festival)、セゲドワインフェスティバル (Szeged 
Wine Festival) 及びエゲルビカヴェール祭り (Egri Bikavér Festival) などです。大人数を動
員するフェスティバルでは、年四回開催されるエチェクピクニック、ミシュコルツアヴァシのワイ
ン散歩「ロザリア (Rosalia) 」、またはトカイワイン産地ベーニェ村の「ワイン、酔い、ベーニェフ
ェスティバル (Bor, Mámor, Bénye festival)」が挙げられます。

専門家や愛好家向けのイベントはまた別カテゴリーとなり、そこではワイナリーには自己紹介
の機会が設けられ、訪問者はワークショップやテーマ別テイスティングにて知識を深めるこ
とができます。このようなイベントで一番人気なのが、Winelovers、Borjour、VinCE Buda
pestです。

最後になりましたが、真のスポーツマンの方々は、ワインとランニングに対する情熱を組み合わ
せ、バダチョニの「ブドウ畑ラン」(Badacsony Vineyard Run)、セクサールドの「ワイン産地
ハーフマラソン」(Half Marathon of the Szekszárd Wine Region)、パルコニャの「ブドウ
畑ラン」(Vineyard Run in Palkonya) や、ヴィラーニのロゼマラソン (RoséMarathon in 
Villány) への参加することができます。

ワインフェスティバルの国
ハンガリーでは、毎年たくさんのグルメフェスティバルやワインフェスティバルが
開催され、ブダペストだけではなく全国各地の美食イベントでグルメを愛する旅人

達を年間を通じて待ち受けています。
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NESZMÉLYGYŐR
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SOPRON

SZOMBATHELY

SOMLÓVÁSÁRHELY

ZALAEGERSZEG

BÉKÉSCSABA

SZOLNOK

SALGÓTARJÁN

SZÉKESFEHÉRVÁR

VESZPRÉM

CSOPAK

BALATONBOGLÁR

BALATONFÜRED

EGER

MISKOLC TOKAJ

NYÍREGYHÁZA

DEBRECEN

BAJA

HAJÓS

PÉCS

KAPOSVÁR

VILLÁNY

BALATON
(バラトン)

Zala (ザラ)

Balaton Highlands
(バラトン高地)

Badacsony (バダチョ二)
Balatonboglár  (バラトンボグラール)

Balatonfüred-Csopak (バラトンフュレド・チョパク)
Nagy-Somló (ナジ・ショムロー)

PANNON
(パンノン)

Tolna (トルナ)
Szekszárd (セクサールド)
Pécs (ペーチ)

Villány (ヴィッラーニ)

DANUBE
(ドナウ)

Kunság (クンシャーグ)

Csongrád (チョングラード)
Hajós–Baja (ハヨーシュ・バヤ)

UPPER PANNON
(パンノン北部)

Sopron (ショプロン)
Pannonhalma (パンノンハルマ)
Neszmély (ネスメーイ)

Etyek–Buda (エチェク・ブダ)
Mór (モール)

UPPER HUNGARY
(ハンガリー北部)

Mátra (マートラ)
Eger (エゲル)
Bükk (ブュック)
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ハンガリーワイン地図

ハンガリーのワイン文化は、多様性、独創性、ユニークさを特徴としてい
ます。ハンガリー国内には６つのワイン地方があり、その中の２２ものワイ
ン生産地で見られる重層的なワイン様式には、いくつものストーリーが語
られますが、それらはそれぞれのワイン醸造家の個性によって体現され、

最も信頼性のある方法で伝えられています。 
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BÜKK  |  EGER  |  MÁTRA
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ブュック、エゲルとマートラのワイン産地  
(BÜKK,EGERANDMÁTRAWINEDISTRICTS)

ハンガリーのてっぺんで
ハンガリーの最高地点 であるケーケシュ山 (Ké
kestető) から遠くに望むマートラ (Mátra) と
ビュック (Bükk) の尾根が圧巻する景色、ハ
ンガリー人の祖先がオスマントルコを相手に
城を守った闘いの中でも一番の成功をおさめ
た場所の一つであり、現在は「魔法の塔」か
ら活気あるエゲルの町を観察できる。うねり

ながら流れるスィンヴァ川のせせらぎ、地面か
ら湧き出る温泉、冬はスキー場、夏は釣り堀
がアクティブな休暇を求める人々を魅惑する
場所、ハンガリーで最も高い所にあるブドウ
畑が手入れの行き届いた小さな村々を取り囲
む場所―これがハンガリー北部のワイン地方
(Upper Hungary Wine Region)です。

白と赤のエレガンス
長年にわたり香り高い白ワインの産地である
とされて来たマートラ地方。これは正しいので
すが、最近では重厚な白ワインとエレガント
な深みのある赤ワインの産地でもあると謳わ
れています。ビュックのワインは生き生きとし
た酸味、爽やかなフルーティさ、若々しい力強
さが魅力ですが、エゲル (Eger) は様々な種
類とスタイルが共存するその多様性が魅力の

ポイントです。この地域の象徴的なワインは
エゲルのブレンド物であるエグリビカヴェール 
(牡牛の血 Egri Bikavér)であると断言できま
すが、白ワインでこれに相当するものが、2011
年に創作されたエグリチラーグ（エゲルの星
Egri Csillag)です。ここの醸造家の多くが、産
地の特徴を最も表現しているとして、この二つ
のブレンドワインに未来を託しています。 
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TOKAJ
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トカイワイン地方  
(TOKAJWINEREGION)

ネクターが滴る地
ボドログ川がティサ川に合流する場所であ
り、氾濫原の湿度を多く含む地域は昇る日が
朝露をバラ色に染め、水面を滑る小舟は朝靄
の中に溶け込み、900万年前に活動を終えた
火山が多様な岩石を造り出したため、35もの
異なる層の地層を形成した場所、ブドウとワイ
ンに対する愛が父から息子へと伝わり、シナ
ゴーグ跡が村と奇跡のラビの遺跡を守ってい

る場所でもあり、何世紀も前の城塞に秘めら
れた陰謀やかつての偉大なワインを物語るワ
インセラー、世界中で「トカイ」と呼ばれる特
別な天然の甘口が人類共通の宝となっている
場所ーこれが、その5,700ヘクタールの土地を
誇るハンガリー随一のワイン産地である、トカ
イワイン地方(Tokaj Wine Region)です。
ネクターとは貴腐ブドウの果汁のこと。

自然の奇跡、トカイ
トカイヘジャヤ (TokajHegyalja) 産地とト
カイワインは情熱なしでは語れません。この
地域は、ハンガリー人にとって単なるワイン
産地以上のもの、アイデンティティの一つな
のです。トカイのブドウについて初めての文書
で記されたのは1252年ですが、ブドウがあっ
たということであれば、現在知られている形
ではなかったでしょうが、きっとワインもあっ
たはずです。現在もトカイ生産地のは境界を
厳密に定められたワイン産地であり、許可さ
れているブドウ6品種のうち一番重要なもの
はフルミント(furmint)とハールシュレヴェリ
ュー(hárslevelű)の２つです。これら品種か
ら2000年代初頭から造られている辛口ワイ

ンは大変な評判で、火山質の土壌からできる
特徴的な味を忠実に反映する素晴らしい品質
を誇っています。トカイアスー (Tokaji Aszú) 
について初めて触れているのは1571年の資料
であり、つまりこの地域の珠玉のワインは、既
に500年以上も前から存在していることにな
ります。当時においてもトカイワインの特別な
価値は評価され、ルイ十四世が自ら「ワイン
の王、王のワイン」と名付けたと伝説になって
いますが、モーツァルトとゲーテも大ファンだ
ったと言われています。トカイアスーとは一体
何でしょうか。醸造に特殊な気象条件が必要
な、世界最も風味が豊かで最も価値のある天
然甘口ワインのひとつなのです。
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CSONGRÁD|HAJÓS-BAJA|KUNSÁG
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チョングラード、ハヨーシュ・バヤとクンシャーグのワイン産地 
(CSONGRÁD,HAJÓS-BAJAANDKUNSÁGWINEDISTRICTS)

地球と天空がつながる地
ドナウ川からティサ川まで地平線が拡がり、
小高い丘陵でも山に見えてしまう場所、夏は
熱気が激しく冬は凍てつく寒さ、遠い昔馬の
群れが風と駆け巡り、牛が引く車に大平原の
民が旅した場所、アフリカの砂漠のように砂
丘が流されていて、湖にはカワウソ、土手には
ヨーロッパハチクイが住み、ペトーフィ・シャー

ンドルやモーラ・フェレンツ、ユハース・ジュラ
といったハンガリー文学の巨匠が生まれた土
地であり、2万4千ヘクタールもの畑に育つブ
ドウを熟成する太陽がある場所。これがハン
ガリー最大のブドウ畑がある、ドナウのワイン
産地 (Danube Wine Region)です。

砂地のワインの美しさ
ハンガリー最大であるこのワイン地方は、多く
の点において特別な産地です。ハンガリー国
内において日昭時間が一番長く、さらにハヨ
ーシュ (Hajós) の黄土地帯以外、ブドウの根
はほぼどこにおいても砂にへばりついていま
す。19世紀に欧州のブドウに深刻な被害を与
えた フィロセキラ害虫は砂地では育つことが
できないのでフィロキセラ禍の時代では、他
の地域ほどブドウが危険にさらされることが

なかったので、この一帯の名声が大いに高ま
りました。ここで生まれるワインは一般的に熟
成タイプではなく、今の瞬間のために造られる
ものであり、他の丘陵地域ワインと比べ軽くて
柔らかく、アルコール濃度も低めという特徴を
持っています。白やロゼ、赤であっても、なんで
もない平日の夕刻に開けるにはぴったりのワ
インです。ただし、高級ワインを探しても見当
たらない、というわけではありません。 
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PÉCS  |  SZEKSZÁRD  |  TOLNA  |  VILLÁNY
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ヴィラーニ、ペーチ、セクサールドとトルナのワイン産地 
(VILLÁNY,PÉCS,SZEKSZÁRDANDTOLNAWINEDISTRICTS)

芸術とワインが手を携える地
春になるとハンガリーで一早くアーモンドの花
が開花する土地であり、観光客が少しでも気
を緩ませるとブドウで埋め尽くされた丘です
ぐ迷子になってしまう所、ドナウ川をカヌーで
巡るといくつものワイン産地に出会うことが
できる場所、オルマーンシャーグの村々では現
在でも喪を表す色が伝統的に白である場所、

グルメに関してはあたりにいくつかの有名なレ
ストランがあるのではなく、村全体がグルメに
満ち溢れる場所、夏になると芸術家同志とそ
して観客と落ち合う場所。これが、7,800ヘク
タールものブドウ畑を誇るパンノンワイン地方
(Pannon Wine Region)です。

地中海ワインの世界
ペーチ(Pécs)のワイン産地(Pécs Wine Dist
rict)の豊かでスパイシーなワインは特に素晴
らしいものですが、酸味が少ないため、数年
以内に飲むのが最善です。地域の特徴的な白
ワイン品種はツィルファンドリ(cirfandli)で、
辛口と甘口の両タイプが存在します。セクサ
ールド(Szekszárd)は、地中海風で、フルボデ
ィな赤ワイン産地であり、ケークフランコシュ
(kékfrankos)、カダルカ(kadarka)、セクサー
ルドのビカヴェール(Szekszárdi Bikavér)とい
った重要な品種を持っています。トルナのワイ
ン地方(Tolna Wine District)は、この地域で

最も涼しい場所にあり、醸造されるワインは
そのエレガントさとフルーティさで注目を集め
ます。ヴィッラーニ (Villány) は大物達の世界
であり、この地域はセラーで長期熟成される
ような、本格的な赤ワインを醸造しています。
ここの醸造家達は皆カベルネフラン(caber
net franc)を好んでいますが、夜の軽いおしゃ
べりにはフレッシュでフルーティなポルトギー
ザー(portugieser)を開けます。太陽の光が
降り注ぐ地域では、時に黄色土、時に石灰岩、
そして時に粘土の土壌で栽培されるブドウの
木が丘陵の斜面に広がっています。
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BADACSONY|BALATONBOGLÁR|BALATONHIGHLANDS|BALATONFÜRED-CSOPAK 
NAGY-SOMLÓ|ZALA
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バダチョニ、バラトンボグラール、バラトン高地、バラトンフュレド・
チョパク、ナジ・ショムローとザラのワイン産地 

(BADACSONY, BALATONBOGLÁR, BALATON HIGHLANDS, 
BALATONFÜRED-CSOPAK, NAGY-SOMLÓ AND ZALA 

WINE DISTRICTS)

鮮やかに色彩の蘇る地
太陽がバラトン湖の水をエメラルドグリーンに
染め、台形の山々が数珠のように湖を縁取る
何千回見ても飽きない景色の土地、ショムロ
ー (Somló) の丘がバコニの斜面を神が置き
忘れた帽子のように厳粛に支配している所、
小バラトン湖が年取った漁師であるマトゥラ
おじさんの秘密を今でも守り続ける場所、ヴィ
ンドルニャス―ルーシュ（ヴィンドルニャのブド

ウ畑）やチュルニェフルド（チェルニェの地）
、ガラボンツ（ある童話の魔術師の名前）とい
ったおとぎ話に出てくるような名前の村が集
まっている地帯、9,000ヘクタール以上の土
地のブドウを太陽が熟成させている場所、こ
れこそが美しく豊かな歴史を誇り自然の美を
神からたくさん授かったバラトンのワイン産地
(Balaton Wine Region)なのです。 

格別なワインが集まる王国
バラトンワイン地方 (Balaton Wine Region) 
は、数々の古いハンガリー原産のブドウ品種
の故郷であり、とりわけケークニェルー(kék
nyelű)はバダチョニ (Badacsony) 以外で世
界中どこに植えても育たない品種で、ユーファ
ルク( juhfark)にとっても本当の故郷はショム
ローだけです。バラトンのワインの味覚の世

界は、どこの山のどんな土壌で育ったかによ
って、軽くて遊び心があるものから、深くて考
えさせられるもの、細身または丸みを帯びて
いたり、フローラルまたは程よくスパイシー、
あるいは弾けるようにフルーティーなもの、甘
くて、あるいは渋くて、そして時にはしょっぱ
いものまで多種多様です。 
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ETYEK–BUDA|NESZMÉLY|MÓR|PANNONHALMA|SOPRON
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エチェク・ブダ、ネスメーイ、モール、 
パンノンハルマとショプロンのワイン産地

(ETYEK-BUDA, NESZMÉLY, MÓR, PANNONHALMA 
AND SOPRON WINE DISTRICTS)

山と水に抱きしめられて
ドナウ川という銀のリボンと田園地帯が織り
なす場所、トランスダヌビア地方の最高峰イー
ロットクーの頂からオーストリアの友人達に手
を振ることができる場所、フェルトゥー湖の波
が光できらめき、西には千年もの歴史を持つ
パンノンハルマ大修道院が、東にはエステルゴ
ムの大聖堂が威厳に満ちて建っている場所で
あり、要塞から城を巡り歩きながら歴史思索
にふけることができるところ、カヌーやカヤッ

クでまだ手付かずの水の世界を探索でき、ハ
ンガリーのスパークリングワインについて思
いを馳せながら何キロもの地下セラー通路を
散策できる場所、5,500ヘクタールのブドウ畑
を太陽が熟成しているところ。この場所こそ、
独自の建築遺産が多様でエキサイティングな
景色を形作るパンノン高地ワイン地方(Upper 
Pannon Wine Region)です。 

さわやかな泡、フレッシュな白、エレガントな赤
ショプロン (Sopron) のワイン産地 (Sopron 
Wine District)では、かつて白ブドウだけが栽培 
されていましたが、現在は農園の三分の二では
黒ブドウを収穫していて、ケークフランコシュ
(kékfrankos)はこのワイン産地一帯のシンボ
ルとなっています。パンノンハルマ (Pannon
hal ma) 周辺では白ワイン造りの伝統が堅守
されており、長期間熟成させたワインとなり
ました。昔と変わらず、モール (Mór) のワイン
産地の代表ブドウ品種は、今でもエゼルヨー
ですが、若いワイン醸造家達が新しいスタイ
ルを確立させたおかげでモールのワイン産地 
(Mór Wine District) はまた人気を集めるよ

うになりました。ネスメーイ (Neszmély) の
気候は、主に白ワインにとって好都合のもの
であり、ゲレチェ山地の斜面とドナウ川河岸
のなだらかな丘陵ではイルシャイオリベール 
(Irsai Olivér)、シャルドネ (chardonnay) そ
してスルケバラート (szürkebarát) が栽培さ
れています。涼しい気候と石灰質土壌のおか
げでエチェク(Etyek)は、スパークリングワイ
ンの故郷ですが、ここで育つシャルドネ(char
donnay)やソーヴィニヨンブラン(sauvignon 
blanc)とピノノアール(pinot noir)も注目される
べき落ち着いたワインです。 
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1) 軽いワインが最も簡単
料理とぶつかることがないので、料理と組み合わせの
際に最も手っ取り早いのは、シンプルな味わいで軽い
辛口白ワインや赤ワインを選ぶと間違いありません。

2) 煮るのか揚げるのか焼くのか？意外と重要！
素材にあまり手を加えない（茹でる、蒸す、煮る）料
理には軽めのワインが良く合います。焼いたり炒め
たり揚げたりする場合は、料理に新たな味が加わる
ことになるので、より強さがあるワインを組み合わ
せるのが良いでしょう。油で揚げる場合は、料理の
油分が増えるので、軽めだけれども良質の酸を持つ
ワインを選ぶのが良いでしょう。

3) コールドプレート、爽やかなワイン
冷製料理やコールドプレートには、同じく良く冷えた
軽めのワインとの相性が抜群です。白、ロゼ、もしく
は軽いフルーティーな赤ワインを選びましょう。

4) スパイシーな料理、パワフルなワイン
料理の味付けがしっかりしているほど、より濃厚な
ワインを合わせるのがお勧めです。一番味が濃い料
理に対してワインを選ぶようにしましょう。

5) 酸のバランス
レモンや酢、トマトなど、酸味がある味の場合、ワイ
ンの酸は料理の酸味とバランスがとれたものがよい
ので、酸が強いワインを選びましょう。

6) 甘いものにはより甘いものを
甘い味に対してワインはより辛く感じやすいので、ワ
インと一緒にデザートを頂く場合は、そのデザートよ
り甘いものを選びます。ただし例外として、ブラック
チョコレートに合うのはタンニンが含まれたフルボ
ディの赤ワインです。

7) ワインをソースに
プレーンな料理にフルーツソースや何か甘いソース
を合わせのであれば、ワインのフルーティーな部分
とソースの味を合わせる必要があります。

8) スモーキーなものには熟成されたものを
スモーキーな味は、その燻製の味の強さとバランスが
とれるようなパワフルなワインとの相性が良いです。
これらの料理には、場合によって、僅かな残留糖分が
含まれているものを合わせるのも良いでしょう。

9) ボディのバランス
フルボディの赤ワインは、豊かで重めの料理とよく
合います。例えば重めの狩猟肉または牛肉のロース
トです。

10) アスー、貴腐と脂の相性
しっかりした酸を持つ、重厚で甘いワインは、脂っ
ぽい料理との相性が良いです。トカイアスー (Tokaji 
Aszú) を自らの脂でソテーした鴨又はガチョウのフ
ォアグラと合わせるのは典型的な例です。

ワインとグルメ
ワインと料理を合わせる時の10の心得
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ワインを楽しむ様々な方法

ハンガリー国歌の歌詞にもワイン、つまり「トカイネクター（貴腐ブドウの果汁）」について謳われているとい
う事からも、我々ハンガリー人が数百年にも遡るワイン文化をいかに誇りに思っているのかを雄弁に物語っ
ています。ワインをこれほど評価している事からも、当然、ハンガリーではお祝いの席で例えばトカイのアス
ーを外すことはありえません。但しこれは、大事な機会にだけボトルとグラスを用意するという意味ではあり
ません。ワインは、社交的生活、地域的イベント、友人との会話やフェスティバルにも登場しますし、ワイン
を楽しむ方法は他にもたくさんあります。

フルッチ（fröccs、ワインのソーダ水割り）は、親しい友人同士の集まりに出てくるカジュアルな飲み物です。
様々な比率でソーダ水でワインを割るこの爽やかな飲み物は、国民的ドリンクと言えるでしょう。フェスティ
バルやコンサート、ナイトスポットで最近人気を集めているのはロゼフルッチ(roséfröccs)で、既に色々なフ
レーバーができていますが、本来フルッチのベースはドライの白ワインです。古典的なフルッチ、またの名を
ナジ・フルッチ（nagyfröccs、大きいフルッチ）は、200mlのワインを100mlのソーダ水で割るもので、それ
以外にも様々な割合いと、「家の管理人代理」や「クルーディのフルッチ」などたくさんの名称があり、バリエ
ーションは尽きません。ハンガリー人が世界で最もフルッチを飲む民族なので、バーやレストランでもこの気
高くシンプルな飲み物と様々なバリエーションをドリンクメニューに復活させ始めています。ワインのおかげ
で力強く刺激的であり、ソーダ水のせいで爽やかであり、食前酒にも食後酒にも同じように完璧です。 

夏の暑さの中で冷たく爽やかなフルッチが美味しいのと同様に、冬の雪の中、クリスマスマーケットに並ぶロ
グハウス調の露店の間を散歩しながら飲む、スパイスの香りが誘うホットワイン以上に温まるものはありま
せん。ホットワインは、赤、白及びロゼワインからも作られ、シナモンとクローブとハチミツの風味が加わり、
冬場に欠かせない飲み物です。寒い時期が到来すると、クリスマスマーケット以外でもほぼすべてのバーや
カフェでホットワインがドリンクメニューに追加されます。

フルッチとはワインとソーダ水を一定の割合で混ぜた飲み物のこと、混ぜ方の割合によって様々な名称がある

ハンガリー人とハンガリーワインの関係には、伝統的に特別なものがあります。数々の作
家や詩人がインスピレーションを得て、様々な文学作品に自慢のワインを登場させます。

NAGYFRÖCCS
(ナジ フルッチ  

大フルッチ)

1

2

KISFRÖCCS
(キシュ フルッチ

小フルッチ)

1

1

HOSSZÚLÉPÉS
(ホッスーレーぺーシュ

大股歩き)

2

1

300 ml

200 ml

HÁZIÚR
 (ハーズィウール

大家)

1

4

SPORTFRÖCCS
(シュポルトフルッチ

スポーツマン フルッチ)

4

1

HÁZMESTER
(ハーズィメシュテル

家の管理人)

2

3

VICEHÁZMESTER
(ヴィツェハーズメシュテル

家の管理人代理)

3

2

500 ml

KRÚDY FRÖCCS
(クルーディ フルッチ)

1

9

SÓHERFRÖCCS
(ショーヘル フルッチ
しみったれフルッチ)

9

1

MAFLÁS
(マフラーシュ

間抜け)

5

5

AVASI FRÖCCS
(アヴァシュ フルッチ)

3

7

POLGÁRMESTER
 (ポルガールメシュテル

市長)

4

6

ALPOLGÁRMESTER
(アルポルガールメシュテル

副市長)

6

4

1,000 ml

ソーダ水 ワイン

フルッチ大事典
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地図
モルナール・エデ・アンドラーシュ

写真
バラッシャ・イシュトヴァーン 

バールショニ・ベンツェ
ファルカシュ・マールトン 
ピンテール・アールパード 

センデフ・ルーリンツ
Magyar Turisztikai Ügynökség Zrt.（ハンガリー観光局庁）の写真アーカイブ
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	1028479_TMÜ_GINOP_Bor_kiadvany_210x210_borító-japán_új_arculat_v2



